
西
宇
和
み
か
ん
産
地
の
現
状

　

西
宇
和
地
域
は
、
温
州
み
か
ん
で
生
産
量

４
万
ト
ン
販
売
額
１
０
０
億
、
中
晩
柑
を
合
わ

せ
る
と
１
５
０
億
を
誇
る
全
国
屈
指
の
柑
橘

に
特
化
し
た
一
大
ブ
ラ
ン
ド
産
地
で
あ
り
、
柑

橘
王
国
愛
媛
の
牽
引
的
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
言

え
ど
も
、
農
村
が
抱
え
る
問
題
は
何
処
も
同
じ

で
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
進
ん

で
お
り
、
年
毎
の
新
規
就
農
者
15
名
に
対
し
90

戸
程
度
が
離
農
す
る
中
、
耕
作
放
棄
地
や
鳥
獣

被
害
は
増
大

し
、
生
産
量

の
減
少
や
品

質
低
下
と
と

も
に
産
地
力

が
低
下
し
、

担
い
手
が
減

少
す
る
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル

に
落
ち
込
ん

で
い
る
の
が

現
状
で
す
。

「
西
宇
和
み
か
ん
支
援
隊
」
の
設
置

　

こ
う
し
た
中
、
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
、
農
繁
期
の
労
力
確
保
と
担
い
手
の
育
成
・

定
着
を
ね
ら
い
と
し
て
、
平
成
26
年
５
月
に
関

係
機
関
で
構
成
さ
れ
る
八
西
地
域
農
業
振
興
協

議
会
を
推
進
母
体
と
し
て
「
西
宇
和
み
か
ん
支

援
隊
」
を
立
上
げ
、
援
農
者
と
新
た
な
担
い
手

の
確
保
を
目
指
し
、
本
格
的
な
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
活
動
は
、
Ｊ
Ａ
指
導
部
農
家
支
援
課

と
県
八
幡
浜
地
域
農
業
室
が
事
務
局
を
預
か

り
、
関
係
市
町
と
毎
月
定
例
の
ス
タ
ッ
フ
会
の

他
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
委
託
や
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
す
る
事
業
者
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

担
い
手
・
援
農
シ
ス
テ
ム
の
概
要

　

農
繁
期
の
労
力
確
保
で
は
、
①
東
京
・
大
阪

の
大
都
市
部
か
ら
援
農
者
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

受
け
入
れ
る
「
真
穴
み
か
ん
の
里
ア
ル
バ
イ
タ

ー
事
業
」、
②
松
山
周
辺
か
ら
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
ワ
ー
カ
ー
を
受
け
入
れ
る
「
お
手
伝
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
③
愛
媛
大
学
や
松
山
大
学

と
連
携
し
て
学
生
の
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受

け
入
れ
る
大
学
連
携
援
農
シ
ス
テ
ム
事
業
（
元

気
応
援
隊
）
や
、
④
以
前
か
ら
Ｊ
Ａ
窓
口
で
行

っ
て
い
た
無

料
職
業
紹
介

事
業
、
⑤
Ｊ

Ａ
単
独
で
臨

時
職
員
を
雇

用
し
て
い
る

Ｊ
Ａ
農
作
業

支
援
事
業
、

⑥
企
業
や
関

係
Ｊ
Ａ
と
労

力
補
完
に
よ

る
人
の
相
互
交
流
を
実
施
す
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
労
力
確
保
で
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
は
都
市
部
か
ら
の
援
農
者
の
受
け
入
れ

と
交
通
手
段
、
宿
泊
場
所
の
確
保
で
す
。
従
来
、

み
か
ん
採
り
さ
ん
は
八
西
や
近
隣
市
町
で
賄
え

て
い
た
の
で
す
が
、
八
幡
浜
市
以
上
に
近
隣
市

町
の
人
も
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
や
生
活
が
裕

福
に
な
り
、
現
在
で
は
、
み
か
ん
採
り
の
バ
イ

ト
さ
ん
を
無
料
職
業
紹
介
で
照
会
し
て
も
人
が

集
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
松
山
周
辺
や
大

都
会
か
ら
の
援
農
者
の
受
け
入
れ
は
交
通
手
段

と
宿
泊
場
所
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
松
山
―

八
幡
浜
間
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
す
る
と
と

真穴みかんの里アルバイター

新・農業人フェアでの就農相談

特集 
❻

西
宇
和
み
か
ん
担
い
手
・
援
農
シ
ス
テ
ム
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地域と移住者をつなぐ
移住支援団体特 集

も
に
、
既
存
施
設
（
国
立
大
洲
青
年
交
流
の
家
、

瀬
戸
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
）
や
農
家
が
経
営
す
る
ア

パ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
土
日
に
限
っ

て
よ
く
雨
と
な
り
、
天
候
次
第
で
思
う
よ
う
な

マ
ッ
チ
ン
グ
が
出
来
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

一
方
、
担
い
手
の
育
成
で
は
、
農
家
生
活
や

農
作
業
を
体
験
で
き

る
ス
テ
イ
事
業
の
他
、

支
援
隊
と
集
落
が
連

携
し
て
、
担
い
手
候

補
を
集
落
で
受
け
入

れ
、
育
成
・
定
着
ま

で
を
集
落
ぐ
る
み
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
担
い

手
育
成
実
践
チ
ー
ム

を
各
市
町
に
モ
デ
ル

と
し
て
設
置
し
て
い

ま
す
。
ス
テ
イ
事
業

で
は
、
東
京
・
大
阪

で
実
施
さ
れ
る
新
農

業
人
フ
ェ
ア
等
の
就
農
相
談
に
よ
り
、
東
京
か

ら
数
名
が
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

八
幡
浜
市
の
モ
デ
ル
集
落
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
川
上
集
落
で
は
、
共
選
運
営
委
員
が
核
と

な
り
11
月
か
ら
研
修
を
行
っ
て
い
る
就
農
候
補

者
に
対
し
て
、
研
修
時
の
技
術
、
経
営
指
導
や

生
活
費
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
就
農
時
に
必

要
な
資
本
装
備
と
し
て
空
き
農
地
や
倉
庫
、
余

剰
機
械
や
車
両
の
手
配
、
住
居
と
し
て
空
き
家

の
斡
旋
な
ど
、
リ
ス
ク
軽
減
策
を
講
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

残
さ
れ
た
課
題
と
今
後
の
展
望

　

支
援
隊
で
は
、
５
月
に
管
内
の
農
家
全
戸
を

対
象
に
「
雇
用
労
力
の
現
状
と
将
来
需
要
」
に

つ
い
て
調
査
し
、
25
年
度
実
雇
用
約
14
万
人
役

の
雇
用
に
対
し
て
、
５
年
後
に
は
17
万
人
役
必

要
で
あ
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
雇
用
者
１
人

当
た
り
70
日
就
労
す
る
と
４
３
３
人
が
不
足
し

ま
す
。
こ
の
不
足
分
を
充
当

す
る
こ
と
が
当
面
の
支
援
隊

の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
活
動
の

一
年
を
振
り
返
る
と
、
①
真

穴
ア
ル
バ
イ
タ
ー
で
は
宿
泊

場
所
の
確
保
が
で
き
な
い
た

め
に
希
望
者

90
人
余
に
お

断
り
を
し
た

こ
と
や
②
援

農
者
の
技
能

に
違
い
が
あ

り
、
ス
ム
ー

ス
な
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
、
③
農
業
者
自
体

に
雇
用
管
理
能
力
が
な
く
継

続
し
た
援
農
支
援
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
等
、
支
援
隊
で
は

解
決
す
べ
き
多
く
の
問
題
も

抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

27
年
度
の
支
援
隊
活
動
で

は
、
①
第
一
に
宿
泊
施
設
の
完

備
を
始
め
、
②
剪
定
、
基
盤
整

備
、
鳥
獣
害
対
策
等
、
農
作
業

お手伝いプロジェクト収穫事前研修

八西地区における援農者確保状況

西宇和みかん担い手・援農システム

の
部
門
別
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
管
内
余
剰
労
力

の
地
域
内
流
動
、
③
援
農
者
の
事
前
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
、
④
雇
用
環
境(

園
地
・
人)

や
雇
用
条
件
の
改
善
等
、
農
家
の
個
別
対
策
支

援
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ど
こ
か
で
聞
い
た
フ
レ

ー
ズ
で
す
が
、
支
援
隊
事

務
局
で
は
「
で
き
る
こ
と

か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」
と
い

う
精
神
で
、
背
伸
び
を
せ

ず
、
着
実
に
農
家
の
負
託

に
応
え
る
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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